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積 48㎢の町で、四天王寺をはじめ 200 あまりの社寺や旧跡があり、幼稚園や専修学校まで
約 70 の校・園を有する文教地区である。






























成 20）年度、第 2期を 2009（平成 21）年度から 2011（平成 23）年度、第 3期を 2012（平









2014（平成 26）年 9 月 30 日現在、0歳から 19 歳の子どもの人口が 6584 人と、区の全人口























































　2007（平成 19）年 6月に第 1回のジュニアクラブ運営委員会が開催され、同年 12 月より
天王寺区ジュニアクラブが発足することとなった。
　発足について、天王寺区役所からの提供資料よりまとめたものが表 3‒2‒1 および表 3‒2‒2
である。
－ 32 －



















●平成 17 年 8 月
子育て班班長とアクションプラン事務局で区内公立 3中学校を訪問し、中学校の福祉ボランティア活
動についての意見交換を行い、同時にボランティア育成と組織化へ協力依頼を行う。






















出所：天王寺区役所保健福祉センター提供資料により筆者が作成（2016〈平成 28〉年 3月 31 日現在）
－ 33 －
ようにしている 25）。
　ジュニアクラブは平成 18 年の 8 月より活動を開始し、福祉教育、ボランティア学習の場
として様々な活動を行っている 26）。
　表 3‒2‒3 は平成 24 年度から平成 27 年度ジュニアクラブ年度別活動状況である。














●平成 18 年 9 月 21 日 アクションプラン推進子育て班　　第 1回準備委員会
内容　①対象　②活動可能な行事、講座等　③募集
●平成 18年 10 月 12 日 アクションプラン推進子育て班　　第 2回準備委員会
内容　①設立趣旨について　②事業の概要　③意見交換
●平成 18年 10 月 23 日 アクションプラン推進子育て班　　第 3回準備委員会
内容　ジュニアボランティアの組織化について他
●平成 18年 12 月 20 日 子育て班班長と区役所関係課・区社協との調整会議
内容　①「（仮称）天王寺ジュニアクラブ」の組織化と育成
　　　② 1月 27 日交流会の具体化
●平成 18年 12 月 28 日 交流会の説明と協力依頼 ･･･3 中学校・天王寺小学校（幹事校長）訪問
●平成 19 年 3 月 23 日 アクションプラン推進委員会子育て班　第 6回班会議
内容　 ジュニアクラブの運営について、平成 19 年度、「地域で育つ地域の子ど
も推進事業」として取り組み、準備委員会から運営委員会へと移行させ、
区全体の取組みとして推進することを確認
● 平成 19 年 6 月 11 日
～ 29 日
運営委員及び運営委員会開催について、関係機関・団体へ協力依頼
●平成 19 年 6 月 29 日 第 1回天王寺区ジュニアクラブ運営委員会開催
委員長：高津中学校校長　副委員長：PTA協議会会長（中学校）
● 以降、運営委員会で、活動内容等運営の詳細について子どもの意見も取り入れながら決定している。（平
成 24 年 1 月末現在まで 34 回開催）
●平成 19年 12 月 15 日 天王寺区ジュニアクラブ　発足
出所：天王寺区役所保健福祉センター提供資料により筆者が作成（2016〈平成 28〉年 3月 31 日現在）
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表 3‒2‒3　天王寺区ジュニアクラブ年度別活動状況（平成 24 年度から平成 27 年度）
【平成 24 年度　活動状況】




参加者 36 名（小学生 21 名、中学生 12 名、高校生 3名）
② 8月 24 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺スポーツセンター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。
参加者 30 名（小学生 17 名、中学生 12 名、高校生 1名）
③ 8月 24 日 「ジュニアクラブ会員会議」（天王寺スポーツセンター）
・今年度に行う国際交流事業の内容について、どのように行うかなどを話し合う。
参加者 11 名（中学生 10 名、高校生 1名）
④ 10 月 27 日 「第 7回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 23 名（小学生 18 名、中学生 5名）




参加者 35 名（小学生 20 名、中学生 12 名、高校生 3名）
⑥ 3月 9日 「第 2回ボッチャ大会」（天王寺スポーツセンター）
・ パラリンピックの正式種目「ボッチャ」を通じ、障害のある人や高齢者との交流を図る
とともに試合運営を補助し、大会運営の一助となる。
参加者 22 名（小学生 12 名、中学生 9名、高校生 1名）
【平成 25 年度　活動状況】
① 6月 16 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。
参加者 46 名（小学生 32 名、中学生 10 名、高校生 4名）




参加者 28 名（小学生 23 名、中学生 5名）
③ 10 月 26 日 「第 8回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 28 名（小学生 22 名、中学生 6名）
④ 2月 9日 「留学生との交流会」（大阪国際交流センター）《クイズで世界一周！》
・ 世界各国の文化、習慣などにまつわるクイズに留学生と一緒に参加し、意見交換するこ
とで、異文化理解・相互理解を深め、海外への関心を高める。
参加者 42 名（小学生 28 名、中学生 12 名、高校生 2名）
⑤ 3月 8日 「第 3回ボッチャ大会」（天王寺スポーツセンター）
・ パラリンピックの正式種目「ボッチャ」を通じ、障害のある人や高齢者との交流を図る
とともに試合運営を補助し、大会運営の一助となる。
参加者 33 名（小学生 19 名、中学生 13 名、高校生 1名）
【平成 26 年度　活動状況】
① 6月 15 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。






② 8月 19 日 「防災体験」（天王寺消防署）《われら災害救助ジュニア隊！！～身近なものを活用した防
災体験～》
・ 阪神淡路大震災から 20 年の節目の年に、地震や火事などから自分の身を守るために、
災害体験するとともに、防災対策を学習する。
参加者 16 名（小学生 11 名、中学生 2名、高校生 2名）
③ 10 月 25 日 「第 9回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 15 名（小学生 11 名、中学生 2名、高校生 2名）
④ 1月 25 日 「留学生との交流会」（大阪国際交流センター）《文楽で国際交流》
・ 文楽について留学生と一緒に学び、意見交換することで、日本の伝統芸能を通じて異文
化理解・相互理解を深め、海外への関心を高める。
参加者 26 名（小学生 19 名、中学生 5名、高校生 2名）
⑤ 3月 15 日 「防災イベント」（四天王寺）《あそぼうさい in 四天王寺》
・ 区主催の防災イベントにボランティアスタッフとして参加し、地域の災害救助青年部と
ともに参加者の防災知識を高める。
参加者 18 名（小学生 12 名、中学生 3名、高校生 3名）
【平成 27 年度　活動状況】
① 6月 21 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。
参加者 35 名（小学生 29 名、中学生 5名、高校生 1名）
② 8月 19 日 「動物園見学・園内清掃」（天王寺動物園）《休日の動物園を探検！～祝・天王寺動物園
100 周年～》
・  100 周年を迎えた天王寺動物園でバックヤード見学と園内の清掃ボランティアを行い、
区内にある施設に愛着を持ってもらう。
参加者 37 名（小学生 27 名、中学生 7名、高校生 3名）
③ 10 月 24 日 「第 10 回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 17 名（小学生 15 名、中学生 1名、高校生 1名）
④ 1月 24 日 「留学生との交流会」（大阪国際交流センター）《外国の言葉を学ぼう》
・ 留学生と一緒に、国旗クイズで楽しんだ後、外国の挨拶言葉の紹介や、意見交換するこ
とで、異文化理解・相互理解を深め、海外への関心を高める。
参加者 27 名（小学生 23 名、中学生 3名、高校生 1名）
⑤ 3月 6日 「自転車マナー学習会」（天王寺警察署）《正しく走って安全に！》
・ 天王寺警察署で、署内の見学及び自転車マナーについて学習した後、街頭啓発活動とし
て、谷町筋の交差点付近で自転車マナー及び信号遵守のチラシ・ティッシュを配布。
参加者 24 名（小学生 19 名、中学生 5名）





















平成 19 年 12 月 15 日   54 名（小学生 17 名、中学生 36 名、高校生 1 名）
平成 20 年 3 月 7 日   86 名（小学生 43 名、中学生 42 名、高校生 1 名）
平成 21 年 2 月 26 日  124 名（小学生 41 名、中学生 74 名、高校生 9 名）
平成 23 年 4 月 1 日  188 名（小学生 36 名、中学生 70 名、高校生 82 名）
平成 24 年 1 月 31 日  186 名（小学生 56 名、中学生 68 名、高校生 62 名）
平成 24 年 2 月 26 日  136 名（小学生 56 名・中学生 68 名・高校生 12 名）
平成 24 年 4 月 1 日  136 名（小学生 33 名・中学生 66 名・高校生 37 名）
平成 24 年 6 月 19 日  147 名（小学生 47 名・中学生 65 名・高校生 35 名）
平成 25 年 2 月 18 日  140 名（小学生 49 名・中学生 63 名・高校生 28 名）
平成 25 年 4 月 1 日  126 名（小学生 30 名・中学生 55 名・高校生 41 名）
平成 25 年 8 月 20 日  137 名（小学生 50 名・中学生 48 名・高校生 39 名）
平成 26 年 1 月 22 日  149 名（小学生 57 名・中学生 54 名・高校生 38 名）
平成 26 年 6 月 15 日  135 名（小学生 41 名・中学生 67 名・高校生 27 名）
平成 26 年 10 月 25 日  140 名（小学生 46 名・中学生 67 名・高校生 27 名）
平成 27 年 1 月 25 日  139 名（小学生 47 名・中学生 65 名・高校生 27 名）
平成 27 年 6 月 21 日  133 名（小学生 44 名・中学生 57 名・高校生 32 名）
平成 27 年 10 月 24 日  130 名（小学生 43 名・中学生 55 名・高校生 32 名）
平成 28 年 2 月 1 日  136 名（小学生 49 名・中学生 55 名・高校生 32 名）
平成 28 年 6 月 3 日  128 名（小学生 48 名・中学生 57 名・高校生 23 名）
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